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目的： 

本研究では、妊娠中の抗生物質の使用と生まれた子どもの 3 歳までのアレルギー性疾患の発症との関連を明らかに

することを目的とした。 

 

方法： 

妊娠中の抗生物質使用については、質問票及び医療機関における記録を用いて調べた。妊娠中の抗生物質使用と

子どもの 3 歳までの就学前喘息、喘鳴、アトピー性皮膚炎、湿疹、食物アレルギー、アレルギー性鼻結膜炎のそれぞ

れ、またはこのうちいずれかのアレルギー性疾患の発症との関連について、ロジスティック回帰分析により評価した。

また、これらの関連に対する抗生物質のばく露時期、子どもの性別、母親のアレルギー性疾患罹患歴の影響を評価し

た。 

 

 

結果： 

母親の 28.5%が妊娠中に抗生物質を使用していた。妊娠中の抗生物質使用は、子どもの 3 歳までの就学前喘息、喘

鳴、アレルギー性鼻結膜炎のそれぞれのリスク増加に関連し、また、少なくともいずれかのアレルギー性疾患を有す

ることとも関連することが示された。一方で、アトピー性皮膚炎、湿疹、食物アレルギーとの関連はみられなかった。ま

た、これらの関連に対して、抗生物質のばく露時期、子どもの性別、母親のアレルギー性疾患罹患歴は明確な影響を

示さなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

妊娠中の抗生物質使用は喘鳴、喘息、アレルギー性鼻結膜炎のリスクを高める可能性があることが示された。しか

し、この結果は、妊娠中の治療上必要な抗生物質の使用を妨げるものではない。 

本研究の限界として、抗生物質使用は、参加者の質問票への回答に基づいた情報があり、正確に捉え切れていると

は言えず、抗生物質の種類、投与量、投与期間についての情報は得られていない。また、アレルギー性疾患の評価

は、質問票に基づいており、客観的な評価は行っていない。妊娠中の抗生物質使用が小児のアレルギー性疾患に与

える影響を正確に評価するためには、抗生物質の使用状況やアレルギー性疾患を客観的に調査した研究が必要で

ある。 

 

結論： 

本研究の結果から、妊娠中の抗生物質使用が子どものアレルギー性疾患発症に影響を与える可能性があることが示

唆された。 

 


